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２
０
２
０
年
に
突
然
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以
降
、
世
界
は
深
刻
な
半
導

体
不
足
に
陥
っ
て
い
る
。
半
導
体
は
、
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
ほ
か
、

最
近
は
冷
蔵
庫
や
洗
濯
機
な
ど
の
家
電
に
も
使
用
さ

れ
て
お
り
、
電
車
の
運
行
な
ど
社
会
イ
ン
フ
ラ
に
も

不
可
欠
で
あ
る
。
不
足
し
た
大
き
な
理
由
は
勿
論
こ

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
だ
。
世
界
的
に
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

が
広
が
り
、
半
導
体
チ
ッ
プ
を
使
っ
た
製
品
の
需
要

が
急
増
し
た
。

　
私
が
社
外
取
締
役
を
務
め
る
企
業
の
役
員
会
は
全

て
オ
ン
ラ
イ
ン
と
な
っ
た
。
ま
た
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
、
ほ
ぼ
全
てCisco

、We
bex

、

T
E
A
M
S

、Z
O
O
M

等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
経
由
と
な
っ
た
。
オ
フ
ラ
イ
ン
の
面
談
と
比
べ
る

と
や
は
り
物
足
り
な
さ
は
否
め
な
い
が
、
蔓
延
す
る

渋
滞
が
悩
ま
し
い
デ
リ
ー
首
都
圏
で
は
移
動
時
間
が

な
く
な
っ
た
事
で
１
日
４
～
５
件
の
面
談
を
こ
な
す

事
も
可
能
と
な
っ
た
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
も
た
ら
し

た
環
境
は
、
悪
い
事
ば
か
り
で
は
無
か
っ
た
。

不
足
で
自
動
車
業
界
に
打
撃
深
刻

一
方
で
半
導
体
製
造
工
場
は

コ
ロ
ナ
禍
に
な
る

前
か
ら
実
は
ほ
ぼ
フ
ル
稼
働
状
態
だ
っ
た
。
半
導
体

は
年
々
進
化
し
て
お
り
、

生
産
ラ
イ
ン
も
最
先
端

の
チ
ッ
プ
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
た
。
と
こ

ろ
が
、
従
来
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
も
依
然
と
し
て
需
要
が

あ
り
、
進
化
と
必
要
な
タ
イ
プ
に
ズ
レ
が
生
じ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
生
産

工
程
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
、
生
産
の
減
速
や
停
止
と

い
う
事
態
を
も
た
ら
し
た
。

　
半
導
体
不
足
に
よ
る
イ
ン
ド
自
動
車
業
界
（
イ
ン

ド
製
造
業
の
２５
％
以
上
を
占
め
る
）
へ
の
打
撃
は
深

刻
で
、
需
要
が
あ
っ
て
も
減
産
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
も
う
一
つ
の
問
題
点
は
、
半
導
体
を
作
る
地
域

が
偏
っ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
世
界
の
半
導
体
の
８７

％
が
台
湾
、
韓
国
、
中
国
で
生
産
さ
れ
て
い
る
。
半

導
体
チ
ッ
プ
の
５４
％
は
台
湾
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
・

マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
社
（
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
）
が
製

造
。
当
然
、
需
要
が
集
中
し
て
も
生
産
能
力
を
急
に

上
げ
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

　
ま
た
、
生
産
拠
点
の
一
つ
で
あ
る
中
国
と
ア
メ
リ

カ
の
対
立
も
、
供
給
不
足
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
半

導
体
の
大
手
、
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
テ
ル
社
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ

は
、
半
導
体
不
足
の
影
響
は
２
０
２
３
年
ま
で
続
く

だ
ろ
う
と
予
測
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
昨
年
（
２

０
２
１
年
）
の
世
界
の
半
導
体
市
場(

金
額
ベ
ー
ス)

は
、
年
初
の
予
測
を
は
る
か
に
超
え
る
２５
％
と
い

う
極
め
て
高
い
成
長
率
を
達
成
し
た
。
市
場
規
模(

金
額
、
速
報
値)

は
過
去
最
高
だ
っ
た
２
０
１
８
年

の
実
績
を
大
幅
に
更
新
し
、
お
よ
そ
６０
兆
～
７０
兆

円
（
５
５
０
０
億
～
６
０
０
０
億
ド
ル)

に
拡
大
し

た
。

　　インド製造業支える半導体 
急がれる自国供給体制構築

荒木英仁（あらき・ひでひと）

毎日アジアビジネス研究所シニアフェロー

インドビジネスコンサルタント

長年、大手広告代理店「アサツー・ディ・ケイ」の海外事業に従事

し、2005年から9年間、同社インド法人社長。14年春グルガオンに

て「Casa Blanka Consulting」社を設立し、日本企業との提携を求

めるインド企業を支援。監査法人「Udyen Jain & Associates」と

業務提携し、日本企業のインド進出や現地でのコンプライアンスを

支援。インド最大手私銀「ICICI　Bank」のアドバイザーや、ＪＥ

ＴＲＯの「中小企業海外展開現地支援プラットフォーム」コーディ

ネーターも務める在印十数年のベテラン。

荒木英仁のインクレディブル・インディア  
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半
導
体
市
場
は
大
別
す
る
と
、
「
集
積
回
路
（
Ｉ

Ｃ
）
」
市
場
と
「
集
積
回
路
以
外
の
半
導
体
（O-S-

D
:
O
p
t
o
e
l
e
c
t
r
o
n
i
c
s
-
S
e
n
s
o
r

／a
c
t
u
a
t
o
r
-

Discrete

）
」
市
場
に
分
か
れ
る
。
市
場
調
査
会
社

I
C
 
I
n
s
i
g
h
t
s

の
公
表
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
集
積
回

路
（
Ｉ
Ｃ
）
市
場
は
前
年
比
２６
・
１
％
増
の
５
０
９

８
億
ド
ル
、
Ｏ
―
Ｓ
―
Ｄ
市
場
は
同
１８
％
増
の
１
０

４
２
億
ド
ル
で
あ
る
。

２
０
２
１
年
に
は
、
半
導
体
チ
ッ
プ
の
不
足
に
よ

り
、
世
界
の
自
動
車
産
業
に
約
２
０
０
０
億
ド
ル
の

減
益
が
発
生
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら

の
不
足
に
よ
り
、
い
く
つ
か
の
相
手
先
ブ
ラ
ン
ド
供

給
（
Ｏ
Ｅ
Ｍ
）
は
生
産
を
遅
ら
せ
、
一
部
は
生
産
を

停
止
す
る
こ
と
さ
え
あ
っ
た
。
需
要
の
高
い
、
機
能

が
豊
富
な
ハ
イ
エ
ン
ド
の
乗
用
車
モ
デ
ル
の
待
機
期

間
は
更
に
長
く
な
る
と
予
想
さ
れ
、
一
部
の
モ
デ
ル

で
は
、
最
大
１２
カ
月
程
度
の
遅
延
が
発
生
し
そ
う

だ
。
イ
ン
ド
の
半
導
体
需
要
は
現
在
約
２
４
０
億
米

ド
ル
で
、
２
０
２
５
年
ま
で
に
１
０
０
０
億
米
ド
ル

に
達
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｕ
Ｖ
と
高
級
セ

ダ
ン
で
構
成
さ
れ
る
乗
用
車
の
販
売
は
、
チ
ッ
プ
供

給
が
枯
渇
し
た
た
め
に
昨
年
の
同
時
期
と
比
較
し
て

第
2
四
半
期
に
大
幅
に
減
少
し
た
。

２
０
２
１
年
度
の
イ
ン
ド
の
自
動
車
販
売
は
、
最

近
の
祝
祭
シ
ー
ズ
ン
の
１０
年
間
で
最
低
の
数
を
記
録

し
た
。
セ
グ
メ
ン
ト
全
体
の
売
上
高
は
、
同
期
間
の

昨
年
の
売
上
高
と
比
較
し
て
１８
％
減
少
。
イ
ン
ド
の

車
両
登
録
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
比
較
し
て
前
年
比
１４

％
減
少
し
、
前
年
比
２３
％
減
少
し
た
。
さ
ら
に
、
主

要
Ｏ
Ｅ
Ｍ
は
、
現
在
の
チ
ッ
プ
供
給
が
枯
渇
し
た
た

め
、
生
産
を
削
減
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
っ

た
。

　
一
方
で
、
プ
ラ
ス
面
と
し
て
は
、
イ
ン
ド
を
含
む

市
場
全
体
の
中
古
車
販
売
業
者
は
需
要
の
ブ
ー
ム
を

享
受
し
て
い
る
。
２
０
２
年
度
の
中
古
車
価
格
は
、

世
界
全
体
で
年
間
約
２０
％
上
昇
し
た
。

育
成
に
政
府
が
支
援
策

半
導
体
不
足
が
続
く
イ
ン
ド
の
自
動
車
会
社
は
、

車
両
供
給
の
改
善
や
顧
客
の
待
ち
時
間
の
短
縮
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
こ
の
危
機

を
克
服
す
る
た
め
に
イ
ン
ド
企
業
に
よ
っ
て
採
用
さ

れ
た
い
く
つ
か
の
対
抗
策
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

１

車
両
生
産
の
停
止
ま
た
は
削
減

２

イ
ン
フ
ォ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
削
除

す
る
こ
と
で
、
車
両
あ
た
り
の
チ
ッ
プ
使
用
量

を
削
減
し
、
チ
ッ
プ
に
依
存
す
る
機
能
が
少
な

い
車
を
提
供
。

３

セ
ダ
ン
な
ど
の
需
要
の
低
い
セ
グ
メ
ン
ト
か

ら
Ｓ
Ｕ
Ｖ
な
ど
の
需
要
の
高
い
セ
グ
メ
ン
ト
に

チ
ッ
プ
を
転
用
。

４

成
長
を
遂
げ
て
い
る
プ
レ
ミ
ア
ム
ク
ラ
ス
の

乗
用
車
の
生
産
を
優
先
。

　
５
　
一
部
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
は
、
モ
デ
ル
間
で
車
両
の
価

　
　
格
を
引
き
上
げ
。

イ
ン
ド
政
府
は
、
１
０
０
％
輸
入
に
頼
っ
て
い
る

セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
不
足
の
長
期
的
解
消
を
目
的

に
、
２
０
２
１
年
１２
月
１５
日
、
電
子
産
業
（
半
導
体

お
よ
び
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
）
の
誘
致
・
育
成
を
図
る
包

括
的
な
政
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
発
表
し
た
。
予
算
総
額

は
７
６
０
０
億
ル
ピ
ー
（
約
１
兆
２
１
６
０
億
円
、

１
ル
ピ
ー
＝
約
１
・
６
円
）
と
、
過
去
最
大
規
模
の

産
業
振
興
策
だ
。

　
今
回
、
新
た
に
発
表
さ
れ
た
政
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

内
容
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
１
　
半
導
体
・
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
工
場
：
半
導
体
　

　
　
と
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
メ
ー
カ
ー
の
工
場
新
設
に
際

　
　
し
て
、
投
資
コ
ス
ト
の
５０
％
を
上
限
に
財
政
支

援
を
行
う
。
支
援
対
象
は
半
導
体
と
デ
ィ
ス
プ

レ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
最
低
２
件
以
上
。

２

半
導
体
研
究
所
：
電
子
・
情
報
技
術
省
が
中

心
と
な
り
、
既
存
の
半
導
体
研
究
所
の
近
代
化

・
商
業
化
を
推
進
す
る
。

３

化
合
物
半
導
体
・
半
導
体
パ
ッ
ケ
ー
ジ
：
化

　
　
合
物
半
導
体
や
半
導
体
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
工
場
な

　
　
ど
施
設
の
新
設
に
際
し
て
、
投
資
コ
ス
ト
の
３０

％
を
上
限
に
財
政
支
援
を
行
う
。
支
援
対
象
は

少
な
く
と
も
各
分
野
合
計
１５
件
以
上
。
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４
　
半
導
体
設
計
会
社
：
設
計
連
動
型
優
遇
策
　

　
（
Ｄ
Ｌ
Ｉ
）
ス
キ
ー
ム
と
し
て
、
今
後
5
年
間
に

　
　
わ
た
り
、
対
象
経
費
の
５０
％
を
上
限
に
、
純
売

上
高
の
４
～
６
％
を
奨
励
金
と
し
て
供
与
す

る
。
支
援
対
象
は
計
１
０
０
社
以
上
。
今
後
５

年
間
で
年
間
売
上
高
１
５
０
億
ル
ピ
ー
超
の
企

業
２０
社
以
上
を
支
援
す
る
。

５

イ
ン
ド
半
導
体
ミ
ッ
シ
ョ
ン
：
半
導
体
・
デ

ィ
ス
プ
レ
ー
産
業
の
長
期
戦
略
を
遂
行
す
る
た

め
、
同
分
野
の
専
門
家
の
下
で
「
イ
ン
ド
半
導

体
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
）
」
を
結
成
し
、
持

続
可
能
な
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
る
。

イ
ン
ド
政
府
は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
１０
万
人
以

上
の
雇
用
を
創
出
し
、
１
兆
６
７
０
０
億
ル
ピ
ー

（
２
兆
６
７
２
０
億
円
）
相
当
の
投
資
を
誘
致
す
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
既
に
数
多
く
の
メ
ー
カ
ー

達
が
こ
の
ス
キ
ー
ム
に
乗
り
、
イ
ン
ド
で
の
製
造
拠

点
の
設
置
を
表
明
し
て
い
る
。
主
な
外
資
メ
ー
カ
ー

はIntel Corporation

、Texas Corporation

、

A
p
p
l
i
e
d
 
M
a
t
e
r
i
a
l
s

、Q
u
a
l
c
o
m
m

等
の
米
国
企
業

他
、
台
湾
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
の
企
業
も
名
乗
り

を
上
げ
て
い
る
。
現
時
点
に
お
い
て
イ
ン
ド
地
場
で

表
明
し
て
い
る
の
はT

A
T
A
 
E
L
X
S
I

とV
E
D
A
N
T
A

グ
ル

ー
プ
のAVANSTRATE

だ
け
で
あ
る
。

電
気
や
水

　
　
―
―
製
造
イ
ン
フ
ラ
に
課
題
も

イ
ン
ド
で
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
を
製
造
す
る
に
は

数
多
く
の
課
題
が
存
在
す
る
事
も
事
実
で
あ
る
。
セ

ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
製
造
プ
ラ
ン
ト
の
設
置
に
伴
う
高

額
な
費
用
（
３０
～
４０
億
ド
ル
）
と
は
別
に
、
特
定
の

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
要
件
が
あ
る
。
無
停
電
電

源
装
置
と
数
百
万
リ
ッ
ト
ル
の
純
水
へ
の
ア
ク
セ
ス

だ
。
今
で
も
多
く
の
地
域
で
頻
繁
に
停
電
を
経
験
し

て
お
り
、
給
水
処
理
も
現
在
の
需
要
に
対
す
る
供
給

は
全
く
足
り
て
い
な
い
。
外
資
が
積
極
的
に
イ
ン
ド

に
投
資
し
な
い
の
は
こ
こ
が
大
き
い
。
ま
た
製
造
プ

ラ
ン
ト
（
Ｆ
Ａ
Ｂ
）
の
設
置
に
は
費
用
が
か
か
り
、

製
造
設
備
は
か
な
り
急
速
に
減
価
す
る
。
利
益
を
上

げ
る
ま
で
に
は
長
い
時
間
が
か
か
る
ロ
ン
グ
テ
ー
ル

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な
る
の
は
必
至
で
あ
る
。

一
方
で
イ
ン
ド
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
多
用
す
る

プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
半
導
体
チ
ッ
プ
設
計
の
強
力
な
拠

点
で
も
あ
る
。B

r
o
a
d
c
o
m

、I
n
t
e
l

、Q
u
a
l
c
o
m
m

、

W
e
s
t
e
r
n
 
D
i
g
i
t
a
l

、S
a
m
s
u
n
g

な
ど
の
半
導
体
主

要
プ
レ
ー
ヤ
ー
達
は
、
イ
ン
ド
に
フ
ァ
ブ
レ
ス

のI
n
t
e
l
l
e
c
t
u
a
l
 
P
r
o
p
e
r
t
y

（
Ｉ
Ｐ
）
お
よ
び

System-on-Chip

（
Ｓ
ｏ
Ｃ
）
デ
ザ
イ
ン
ハ
ウ
ス
を

設
置
し
て
お
り
、
年
間
約
３
０
０
０
の
チ
ッ
プ
が
設

計
さ
れ
て
い
る
。
電
子
情
報
技
術
省
に
よ
る
と
、
近

年
イ
ン
ド
に
は
集
積
チ
ッ
プ
（
Ｉ
Ｃ
）
設
計
に
熟
練

し
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
人
材
プ
ー
ル
が
急
激
的
に
増
加

中
で
あ
る
。

　
更
に
産
学
連
携
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
進
む
。
イ
ン
ド

の
Ｎ
Ｘ
Ｐ
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
ズ
社
の
最
大
の
Ｒ

＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー
の
一
つ
つ
で
あ
るN

X
P
 
I
n
d
i
a

は
、

イ
ン
ド
電
子
情
報
技
術
省
（M

e
i
t
Y

）
お
よ
び
イ
ン

ド
工
科
大
学
ハ
イ
デ
ラ
バ
ー
ド
校
（I

I
T
H

）
の
フ

ァ
ブ
レ
ス
チ
ッ
プ
デ
ザ
イ
ン
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー

（F
a
b
C
I

）
と
共
同
で
「
半
導
体
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
立

ち
上
げ
た
。

目
的
は
技
術
面
と
ビ
ジ
ネ
ス
面
で
イ
ン
ド
全
土
の

半
導
体
設
計
の
新
興
企
業
を
見
つ
け
て
育
成
す
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、
イ
ン
ド
で

半
導
体
チ
ッ
プ
を
設
計
し
た
い
新
興
企
業
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
整
備
し
、
ロ

ー
カ
ル
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
設
計
と
製
品
の
製
造
に

よ
っ
て
、A

t
m
a
n
i
r
b
h
a
r
B
h
a
r
a
t

（
自
立
し
た
イ
ン

ド
）
を
推
進
す
る
。

Ｎ
Ｘ
Ｐ
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
ズ
社
の
エ
グ
ゼ
ク

テ
ィ
ブ
バ
イ
ス
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
兼
チ
ー
フ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
オ
フ
ィ
サ
ー
、
ラ
ー
ス
・
レ
ガ
ー
（L

a
r
s 

R
e
g
e
r

）
氏
は
「
次
の
１０
年
は
私
た
ち
の
周
り
に
あ

る
多
く
の
ス
マ
ー
ト
接
続
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て

『
予
測
お
よ
び
自
動
化
す
る
世
界
』
を
作
る
。
こ
れ

ら
の
ス
マ
ー
ト
接
続
シ
ス
テ
ム
は
そ
の
中
心
に
コ
ア

半
導
体
技
術
を
有
す
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
プ
ロ
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グ
ラ
ム
は
イ
ン
ド
の
フ
ァ
ブ
レ
ス
半
導
体
設
計
の
強

化
に
中
核
的
な
推
進
力
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き

る
」
と
述
べ
た
。

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
イ
ン
ド
が
携
帯
電
話
、
Ｉ
Ｔ

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
、
自
動
車
、
産
業
用
お
よ
び
医
療
用

電
子
機
器
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
通
信
で
つ
な
が
る
モ
ノ
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
、
そ
の
他
の
デ
バ
イ
ス
の
グ
ロ
ー

バ
ル
製
造
に
お
け
る
シ
ェ
ア
を
拡
大
す
る
た
め
の
重

要
な
ス
テ
ッ
プ
で
あ
り
、
毎
年
、
最
大
5
つ
の
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
が
2
年
間
支
援
さ
れ
る
。
対
象
は

半
導
体
チ
ッ
プ
デ
ザ
イ
ン
、
Ｉ
Ｐ
デ
ザ
イ
ン
、
Ｉ
Ｐ

に
焦
点
を
当
て
た
デ
ザ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
、
お
よ
び
チ
ッ
プ
デ
ザ
イ
ン
ツ
ー
ル
関

連
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
が
含
ま
れ
る
。
Ｉ
Ｉ
Ｔ

Ｈ
の
Ｂ
・
Ｓ
・
マ
ー
テ
ィ
（B

.
S
.
M
u
r
t
y

）
学
長
は

「
こ
の
協
力
は
、
イ
ン
ド
の
半
導
体
エ
コ
シ
ス
テ
ム

の
時
代
の
到
来
を
告
げ
る
た
め
に
切
望
さ
れ
て
い
た

完
璧
な
タ
イ
ミ
ン
グ
の
推
進
力
と
な
る
」
と
話
し
て

い
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
露
に
依
存
す
る

必
要
物
資

気
が
か
り
な
の
は
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
紛
争

激
化
で
あ
る
。
半
導
体
産
業
に
と
っ
て
ま
ず
懸
念
さ

れ
る
の
は
、
ネ
オ
ン
（
Ｎ
ｅ
）
ガ
ス
の
供
給
不
足
だ

ろ
う
。
エ
キ
シ
マ
レ
ー
ザ
ー(

Ａ
ｒ
Ｆ
＝
フ
ッ
化
ア

ル
ゴ
ン
＝
レ
ー
ザ
ー
と
Ｋ
ｒ
Ｆ
＝
フ
ッ
化
ク
リ
プ
ト

ン
＝
レ
ー
ザ
ー)

の
バ
ッ
フ
ァ
ガ
ス
と
し
て
Ｎ
ｅ
ガ

ス
が
使
わ
れ
る
。
Ｎ
ｅ
ガ
ス
の
調
達
先
と
し
て
過
去

に
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
に
ほ
ぼ
依
存
し
て
い

た
。ま

だ
ま
だ
課
題
山
積
で
長
期
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
は
な
る
と
考
え
る
が
、
イ
ン
ド
の
製
造
業
を
支
え

る
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
の
自
国
供
給
体
制
の
構
築
は

必
至
で
あ
る
と
考
え
る
。
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